


 

 

 

（プロジェクト推進についての意見交換） 

 続いて、山田教授の司会によりプロジェク

トの推進に向けた意見交換を行いました。 

 各委員からは、日頃の活動の中で感じる子

どもの学力向上にあたっての課題をふまえた

意見や提案をいただくなど、活発な意見交換

が行われました。 

 

※委員からの主な意見 

○  全国学力・学習状況調査の結果をみる 

と、全国的に「活用力」に課題があり、 

「活用力」を育てることが、社会を生き 

ていくうえでは、大事である。 

○  全国学力・学習状況調査結果の分析

を踏まえ、この調査を意識した定期テ

ストの実施や授業改善に取り組むこと、

校区内の小中学校間でデータを共有す

るなどの連携を図ることなどの必要が

ある。 

○  学校で「朝読」などの読書活動を行っ 

ているが、これは子どもの育ちにつなが 

る。読書活動に学校司書の役割は大切だ 

が、職員数が少ないので充実してもらい 

たい。  

○ 三重県の「弱み」を確認しつつ、「強 

み」を強化する取組もしなければなら

ない。三重県は全国と比較して「授業

研究を伴う校内研修」をたくさん実施

しているので、その「強み」を生かし

た取組を行ってほしい。 

○  学ぶ意欲が大事であり、意欲がなけ 

れば知識も身につかず、活用にも至ら

ない。将来の夢や目的を持っている子

どもは伸びる。 

○  地域の人による学校への出前授業等 

で子どもたちが様々な職業を知ること

で、将来の仕事を真剣に考えることに

つながっていく。 

○ 家庭学習が大きなポイントになる。学 

校教育で成果を得るためには、保護者

の教育も必要な要素である。  

○ コミュニティ・スクール等により、地 

域の人が学校をどうしたいか考え、学

校に関わっていくと、学校や教師、地

域の人の考え方も変わって良い方向に

いく。 

○  国際社会で活躍するグローバル人材 

を育てるためには、英語力と同時に、 

日本の文化等に対する知識も含め国語

力をしっかり育成する必要がある。 

○ いじめは学校だけでなく、社会全体で 

普通にあるものである。いじめを隠さ

ず、学校・保護者・地域でなくしてい

くように取り組んでいくことが大切で

ある。 

○ いじめについては、保護者や地域に対 

して学校の考え方を明確に示すことが

大事である。クラス全体の環境や人間

関係を変えていかないといじめの問題

はなくならない。 

○ いじめのことだけでなく、生徒の悩み 

や困り事等も聞きたいと考えているが、

教師だけでは対応できないことも増え

ているので、スクールカウンセラーの

充実等、環境を整えてもらいたい。 
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    次回（第３回）の開催予定       

 

 次回（第３回）推進会議は、本年度の取組

の成果と検証と翌年度の具体的な取組に関す

る意見交換を行うため、2 月に公開で開催す

る予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


